
学徒慰霊碑余話（益井）425

＊

　

昨
年
の
六
月
、
小
学
校
時
代
の
ク
ラ
ス
会
が
神
田
で
開
か
れ
た

の
で
、
久
し
振
り
に
顔
を
出
し
た
。
無
事
に
六
十
の
坂
を
越
え
た

元
気
な
顔
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
模
様
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
た
。

共
に
終
戦
直
後
の
物
の
無
い
時
代
の
六
年
間
を
支
え
あ
っ
た
仲
間

た
ち
で
あ
る
。
焼
夷
弾
が
降
り
注
ぐ
東
京
で
生
ま
れ
、
よ
く
生
き

残
っ
て
成
長
し
た
も
の
だ
が
、
空
襲
の
こ
と
な
ど
知
る
由
も
な
い
。

戦
時
中
の
話
は
よ
く
両
親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
東
京
大
空
襲
の
と

き
は
「
東
の
空
が
真
っ
赤
だ
っ
た
。
多
く
の
方
々
が
焼
死
し
た
」

と
い
う
が
、
東
京
大
空
襲
と
は
、
戦
争
と
は
、
学
徒
出
陣
と
は
と

い
わ
れ
て
も
、
年
端
の
行
か
ぬ
子
供
に
分
か
ろ
う
筈
も
な
い
。

　

成
長
す
る
に
つ
れ
て
過
去
に
何
が
あ
っ
た
の
か
を
知
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
実
際
に
学
徒
出
陣
の
こ
と
を
意
識
し
た
の
は
國
學
院

大
學
を
卒
業
し
、
母
校
に
奉
職
し
て
三
年
目
の
昭
和
四
十
三
年
五

月
一
日
で
あ
っ
た
。
國
學
院
大
學
に
と
っ
て
こ
の
日
は
、
昭
和
五

年
に
建
立
し
た
神
殿
の
鎮
座
記
念
日
で
、
祭
儀
が
終
了
し
た
あ
と
、

正
門
近
く
に
建
て
ら
れ
た
『
学
徒
慰
霊
之
碑
』
の
除
幕
式
が
執
り

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
本
学
戦
没
学

生
四
一
三
名
（
現
在
四
三
九
名
）
の
霊
を
思
い
出
の
母
校
に
招
き
、

慰
霊
を
し
た
い
と
願
う
学
内
外
卒
業
生
（
院
友
）
多
数
の
要
望
も

あ
っ
て
の
建
立
の
実
現
で
あ
っ
た
。
山
梨
県
産
の
さ
び
石
を
用
い

た
慰
霊
碑
（
高
さ
一
九
三
㌢
㍍
、
幅
九
〇
㌢
㍍
）
に
は
書
家
の
保
多

孝
三
教
授
が
題
字
を
揮
毫
し
、
そ
の
脇
に
は
黒
御
影
石
の
建
碑
来

歴
碑
（
高
さ
八
〇
㌢
㍍
、
幅
九
二
㌢
㍍
）
も
建
て
ら
れ
、
そ
こ
に
は

折
口
信
夫
（
お
り
く
ち
・
し
の
ぶ
、
釈
迢
空
）
博
士
の
歌
一
首
と
岡

学
徒
慰
霊
碑
余
話
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野
弘
彦
助
教
授
の
亡
き
友
を
偲
び
慰
め
る
一
文
が
刻
ま
れ
た
。

　
　

�
人
お
ほ
く
か
へ
ら
ざ
り
け
り
海
や
ま
に　

み
ち
て
き
こ
え
し

聲
も
か
そ
け
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迢
空

　

�

こ
の
学
び
舎
に
い
そ
し
み
し
人
び
と
に
し
て　

昭
和
の
戦
ひ
の

場
に
い
で
ゆ
き
て
帰
ら
ざ
り
し
あ
ま
た
の
若
き
御
魂
を
こ
ゝ
に

鎮
め
斎
ひ
ま
つ
る　

い
ま
は
み
心
も
な
ご
み
い
ま
し
て
静
か
な

る
世
の
後
輩
の
す
が
し
き
学
び
の
さ
ま
を
み
眼
も
さ
や
か
に
見

ま
も
り
た
ま
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
弘
彦

　

折
口
博
士
は
こ
の
碑
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
昭
和
二
十
八
年
九
月

三
日
に
病
没
さ
れ
た
が
、
昭
和
十
八
年
十
月
九
日
、
国
文
学
会
が

主
催
し
た
「
学
徒
出
陣
記
念
国
文
学
講
演
会
」
で
金
田
一
京
助
博

士
が
「
石
川
啄
木
」
を
語
り
、
武
田
祐
吉
博
士
が
「
門
出
の
歌
」

の
歴
史
を
説
き
、
そ
し
て
折
口
博
士
が
「
若
き
神
」
と
題
し
て
現

人
神
の
意
義
を
詳
し
く
講
じ
、
最
後
に
「
海
行
か
ば
」
を
合
唱
し

た
と
い
う
。
更
に
十
月
十
四
日
の
軍
神
祭
と
壮
行
会
で
折
口
博
士

は
「
学
問
の
道
」
の
詩
を
紹
介
し
た
。
折
口
博
士
は
生
憎
、
関
西

か
ら
北
陸
に
旅
行
中
の
た
め
、
高
崎
正
秀
氏
（
専
門
部
教
授
）
が

朗
読
し
た
。
そ
の
中
で
折
口
博
士
は
、

　

�

汝
（
ナ
）
が
千
人
（
チ
タ
リ
）　

い
く
さ
に
起
（
タ
）
た
ば
学
問

は　

こ
ゝ
に
廃
（
ス
タ
）
れ
む
。
汝
（
イ
マ
シ
）
ら
の
千
人
の
一

人
ひ
と
り
だ
に
生
き
て
し
あ
ら
ば
、
国
学
は
や
が
て
興
ら
む
。

と
語
り
か
け
た
。「
国
の
た
め
に
身
を
捧
げ
て
こ
い
」
と
誰
も
が

い
う
中
で
、
千
人
の
う
ち
一
人
で
も
生
き
て
還
る
者
が
あ
れ
ば
、

国
学
は
再
び
興
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
無
駄
死
に
す
る
な
と
諭
し
た

こ
の
詩
は
、
出
陣
す
る
学
生
た
ち
に
大
い
な
る
感
動
を
呼
ん
だ
。

し
か
し
心
の
中
で
最
も
願
っ
た
で
あ
ろ
う
養
嗣
子
藤
井
春
洋
（
は

る
み
）
教
授
を
硫
黄
島
の
激
戦
で
失
っ
て
し
ま
っ
た
折
口
博
士
の

嘆
き
は
い
か
ば
か
り
か
察
す
る
に
余
り
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
無
念

の
思
い
で
綴
っ
た
、
能
登
羽
咋
の
砂
浜
に
立
つ
父
子
の
墓
の
「
も

つ
と
も
苦
し
き
た
ゝ
か
ひ
に
最
く
る
し
み
死
に
た
る
む
か
し
の
陸

軍
中
尉
折
口
春
洋
な
ら
び
に
父
信
夫
の
墓
」
の
字
句
が
痛
痛
し
く

胸
に
突
き
刺
さ
る
。

　

慰
霊
碑
前
で
の
慰
霊
祭
は
学
生
有
志
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
六
年

か
ら
毎
年
十
月
十
四
日
に
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
学

徒
出
陣
四
十
周
年
に
当
る
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
四
日
と
終
戦
五

十
周
年
を
迎
え
た
平
成
七
年
十
月
十
四
日
の
慰
霊
祭
は
大
学
と
院

友
会
が
共
催
で
執
り
行
っ
た
。

　

学
生
有
志
に
よ
る
祭
儀
は
三
十
回
を
数
え
、
遺
族
や
卒
業
生
等

関
係
者
も
高
齢
に
な
り
、
平
成
七
年
に
戦
後
五
十
周
年
を
迎
え
た

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
平
成
十
二
年
を
以
て
終
了
を
宣
し
た
が
、

関
係
者
の
「
も
う
し
ば
ら
く
続
け
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
も
あ
っ

て
、
翌
年
か
ら
内
輪
な
形
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一

方
で
鈴
木
正
男
氏
の
「
是
非
文
集
を
作
り
た
い
」
と
の
遺
志
を
継

い
で
、
卒
業
生
や
学
生
有
志
に
よ
っ
て
「
戦
没
院
友
学
徒
遺
稿
追



学徒慰霊碑余話（益井）427

悼
集
刊
行
会
」
が
組
織
さ
れ
、
平
成
十
六
年
六
月
二
十
九
日
に
は

『
國
學
の
子
我
等
往
か
む
』（
展
転
社
）
を
刊
行
し
た
。
行
間
か
ら

は
戦
没
学
徒
ら
の
慟
哭
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

＊

　

目
を
学
外
に
転
じ
て
他
大
学
を
見
る
と
、
多
く
の
大
学
が
慰
霊

碑
の
建
設
も
祭
儀
も
行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
先
般
、
大
学

史
研
究
の
一
環
と
し
て
戦
前
か
ら
あ
る
大
学
五
十
五
校
（
女
子
大

学
も
含
む
）
を
抽
出
し
て
設
問
し
た
結
果
で
あ
る
。
建
立
し
て
い

る
大
学
は
次
の
十
六
校
で
あ
っ
た
。

　

▽
慶
應
義
塾
＝
「
平
和
来
る
の
像
」
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
一

日
、
昭
和
七
年
卒
業
生
有
志
建
立
、「
還
ら
ざ
る
学
友
の
碑
」
平

成
十
年
十
一
月
七
日
、
大
学
建
立
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
成
蹊
大

学
＝
「
慰
霊
ブ
ロ
ン
ズ
碑
」
昭
和
三
十
九
年
九
月
十
三
日
、
大
学

建
立
▽
拓
殖
大
学
＝
「
拓
魂
碑
」
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
三
日
、

学
友
会
建
立
、
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
東
京
大
学
＝
「
東
京
大
学

戦
没
同
窓
生
の
碑
」
平
成
十
二
年
五
月
二
十
七
日
、
本
郷
キ
ャ
ン

パ
ス
正
門
前
、「
東
京
大
学
医
学
部
戦
没
同
窓
生
の
碑
」
平
成
十

三
年
五
月
二
十
七
日
、
同
弥
生
門
前
、
と
も
に
東
京
大
学
医
学
部

戦
没
同
窓
生
追
悼
基
金
（
東
京
大
学
鉄
門
倶
楽
部
）
建
立
▽
東
京
農

業
大
学
＝
「
満
州
湖
北
農
場
殉
難
者
之
碑
」
昭
和
五
十
二
年
五
月

十
四
日
、
大
学
建
立
▽
東
北
大
学
＝
「
英
魂
碑
」
昭
和
四
十
二
年

五
月
二
十
七
日
、
仙
台
市
青
葉
区
星
陵
町
、
東
北
大
学
医
学
部
艮

陵
同
窓
会
建
立
▽
東
洋
大
学
＝
「
平
和
祈
念
之
碑
」
平
成
十
七
年

十
一
月
十
二
日
、
校
友
会
建
立
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
日
本
体
育

大
学
＝
「
戦
没
者
慰
霊
碑
」
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
十
六
日
、
大

学
建
立
、
深
沢
校
舎
▽
明
治
大
学
＝
「
明
治
大
学
戦
没
学
徒
忠
霊

殿
」
平
成
十
八
年
十
月
九
日
、
校
友
会
新
潟
支
部
建
立
、
新
潟
県

護
国
神
社
境
内
▽
立
教
学
院
＝
「
立
教
学
院
平
和
祈
念
の
碑
」
平

成
十
三
年
十
一
月
一
日
、
碑
設
置
有
志
の
会
建
立
▽
早
稲
田
大
学

＝
「
早
稲
田
大
学
戦
没
学
生
之
碑
」
昭
和
二
十
二
年
七
月
十
二
日
、

愛
知
県
豊
川
海
軍
工
廠
跡
、「
平
和
祈
念
碑
」
平
成
二
年
十
月
二

十
一
日
、大
隈
庭
園
、と
も
に
大
学
建
立
▽
関
西
大
学
＝「
慰
霊
碑
」

昭
和
五
十
一
年
四
月
七
日
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
有
志
建
立
▽

関
西
学
院
＝『
旌
忠（
せ
い
ち
ゅ
う
）碑
』昭
和
十
五
年
二
月
十
八
日
、

教
職
員
・
学
生
・
生
徒
同
窓
建
立
、「
旌
忠
碑
」
プ
レ
ー
ト
平
成

十
三
年
十
月
三
十
日
、
碑
検
討
委
員
会
「
プ
レ
ー
ト
起
草
」
委
員

会
設
置
、
西
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
皇
學
館
＝
「
神
宮
皇
學
館
大
學
戦

没
学
徒
顕
彰
碑
」（
防
人
の
像
）
平
成
十
八
年
二
月
十
一
日
、
法
人

建
立
、「
六
角
講
堂
」
跡
地
▽
長
崎
大
学
＝
「
教
育
学
部
」
昭
和

三
十
四
年
八
月
九
日
、
長
崎
市
文
教
町
構
内
、
同
窓
生
建
立
（
原

爆
犠
牲
学
友
五
十
四
名
の
追
悼
）、「
医
学
部
」―

初
代
・
昭
和
二
十

年
十
一
月
、
二
代
目
・
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日
、
三
代
目
・

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
、
長
崎
市
坂
本
構
内
、
職
員
・
学
生
・
有
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志
建
立
（
原
爆
犠
牲
の
職
員
・
学
生
等
の
慰
霊
）
▽
立
命
館
＝
「
立

命
館
大
学
戦
没
学
生
慰
霊
碑
」（
勤
労
動
員
）、
愛
知
県
豊
川
海
軍

工
廠
跡
、
建
立
時
期
不
明
、
大
学
建
立
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
大
学
の
碑
が
広
く
賛
同
を
得
て
建
立
さ
れ
た

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
複
雑
な
事
情
を
抱
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
東
京
大
学
医
学
部
の
碑
の
場
合
、

医
学
部
教
授
会
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
本
郷
構
内
に
は
建

て
ら
れ
ず
、
正
門
向
か
い
側
の
民
有
地
（
文
京
区
本
郷
五
丁
目
二
番
）

と
弥
生
門
向
か
い
側
の
弥
生
美
術
館
（
文
京
区
弥
生
二
丁
目
四
番
）

の
塀
を
借
用
し
た
。
正
門
向
か
い
側
の
自
然
石
の
碑
に
は
良
寛
の

「
天
上
大
風
」
の
言
葉
が
刻
ま
れ
、
壁
の
碑
銘
に
は
、

　

�

東
京
大
学
戦
没
同
窓
生
の
碑　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
か
ら

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
ま
で
十
五
年
（
満
州
事
変
、
日
中
戦

争
、
太
平
洋
戦
争
）
に
わ
た
る
戦
争
で
東
京
大
学
も
多
数
の
戦

没
者
を
出
し
た
が
戦
後
五
〇
年
の
あ
い
だ
そ
の
実
数
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
び
大
学
に
よ
る
学
徒
出
陣
の
調
査
が

行
わ
れ
千
七
百
人
近
い
戦
没
者
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
の

実
数
は
二
千
五
百
人
に
も
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
私
た

ち
医
学
部
卒
業
生
有
志
は
こ
の
事
実
に
驚
き
、
悲
し
み
、
世
紀

が
変
わ
る
前
に
追
悼
の
碑
を
建
て
て
こ
の
事
実
を
後
世
に
伝
え

る
べ
く
追
悼
基
金
を
組
織
し
た
。
こ
の
「
東
京
大
学
戦
没
同
窓

生
之
碑
」
は
、
大
学
正
門
前
の
こ
の
地
に
お
住
み
の
方
々
か
ら

温
か
い
お
心
を
い
た
だ
い
て
建
立
が
可
能
に
な
り
、
同
窓
生
あ

い
集
っ
て
建
立
す
る
も
の
で
あ
る
。「
避
け
が
た
い
状
況
下
に
、

愛
す
る
人
々
の
た
め
に
一
命
を
捧
げ
た
」
若
者
た
ち
の
い
た
ま

し
く
も
悲
し
い
事
実
を
歴
史
に
刻
む
碑
で
あ
っ
て
、
戦
没
同
窓

生
へ
の
深
い
思
い
を
「
天
上
大
風
」
と
い
う
良
寛
の
言
葉
に
託

し
た
。
今
世
紀
最
後
の
東
京
大
学
五
月
祭
初
日
の
今
日
、
こ
こ

に
同
志
あ
い
集
っ
て
こ
の
碑
を
建
立
し
音
楽
と
花
を
捧
げ
深
い

哀
悼
を
世
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

弥
生
門
側
の
碑
に
は
、

　

�

東
京
大
学
医
学
部
戦
没
同
窓
生
の
碑　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

か
ら
昭
和
二
〇
年（
一
九
四
五
）ま
で
十
五
年
に
わ
た
る
戦
争（
満

州
事
変
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
）
で
東
京
大
学
医
学
部
は
同

窓
生
の
中
か
ら
二
〇
〇
人
を
越
え
る
多
数
の
戦
没
者
を
出
し
た
。

彼
ら
の
多
く
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
ア
ッ
ツ
島
か
ら
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
沖
縄
に

拡
が
っ
た
戦
火
の
中
で
、
ま
た
広
島
・
長
崎
で
医
療
従
事
中
に

原
子
爆
弾
の
劫
火
に
斃
れ
た
。
私
た
ち
医
学
部
卒
業
生
有
志
は

こ
の
事
実
を
悲
し
み
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
基
金
を

組
織
し
て
戦
没
者
と
戦
没
地
の
調
査
を
行
い
、
同
窓
会
鉄
門
倶

楽
部
に
医
学
部
構
内
へ
の
追
悼
碑
建
設
を
提
案
し
た
。
同
倶
楽

部
は
こ
の
事
業
の
実
行
を
決
議
し
て
医
学
部
教
授
会
の
承
認
を

求
め
た
が
、
未
だ
そ
の
採
決
に
至
ら
ず
、
い
ま
や
戦
没
世
代
同
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窓
生
は
碑
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
世
を
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
「
東
京
大
学
医
学
部
戦
没
同
窓
生
の
碑
」
は
、
戦
後
最
初

の
総
長
南
原
繁
先
生
の
戦
没
学
徒
追
悼
の
志
を
承
け
、
こ
の
地

に
お
住
い
の
鹿
野
家
の
皆
様
か
ら
温
か
い
お
心
を
い
た
だ
い
て

建
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
避
け
が
た
い
状
況
下
に
、

愛
す
る
人
々
の
た
め
に
一
命
を
捧
げ
た
若
者
た
ち
の
い
た
ま
し

く
も
悲
し
い
事
実
を
歴
史
に
刻
む
碑
で
あ
る
。
私
た
ち
は
戦
没

同
窓
生
へ
の
思
い
を
戦
い
に
斃
れ
た
友
を
担
っ
て
母
校
に
帰
り

来
る
学
友
の
群
像
に
託
し
、
近
い
将
来
同
窓
会
鉄
門
倶
楽
部
の

決
議
が
実
行
さ
れ
、
こ
の
碑
が
医
学
部
構
内
に
移
築
さ
れ
る
こ

と
を
期
し
て
い
る
。
新
世
紀
最
初
の
東
京
大
学
五
月
祭
の
今
日
、

こ
こ
に
同
志
あ
い
集
っ
て
こ
の
碑
を
建
立
し
、
音
楽
と
花
を
捧

げ
て
深
い
哀
悼
を
世
に
伝
え
る
。

と
あ
る
。

　

慶
應
義
塾
で
も
昭
和
三
十
三
年
、
創
立
百
周
年
に
際
会
し
た
と

き
、
卒
業
生
有
志
が
建
立
を
企
て
、
彫
刻
家
朝
倉
文
夫
に
青
年
の

彫
像
制
作
を
依
頼
し
「
平
和
来
る
の
像
」
を
建
て
た
。
小
泉
信
三

塾
長
は
そ
こ
に
「
丘
の
上
に
平
和
な
る
日
々
に
征
き
て
還
ら
ぬ

人
々
を
思
ふ
」
と
記
し
た
が
、
学
内
に
は
建
立
に
批
判
的
な
意
見

を
持
つ
方
々
が
多
く
い
て
、「
出
征
」「
戦
死
」「
戦
う
」
と
い
う

戦
争
に
ま
つ
わ
る
言
葉
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
。
そ
の
風
潮
は
平
成
十
年
十
一
月
七
日
に
建
て
た
「
還
ら
ざ
る

学
友
の
碑
」
の
際
に
も
あ
り
、
鳥
居
泰
彦
塾
長
は
言
葉
を
選
び
え

ら
び
し
て
、
よ
う
や
く
「
還
ら
ざ
る
友
よ　

君
の
志
は　

わ
れ
ら

が
胸
に
生
き　

君
の
足
音
は　

わ
れ
ら
が
学
び
舎
に
響
き
続
け
て

い
る
」
と
綴
り
、
台
座
に
は
、「
還
ら
ざ
る
学
友
の
碑　

こ
の
碑

は
今
次
大
戦
に
お
い
て
志
半
ば
に
し
て
逝
っ
た
学
友
を
偲
び
慶
應

義
塾
が
建
立
す
る
」
と
刻
ん
だ
。「
こ
れ
が
精
一
杯
の
文
面
だ
っ

た
」と
、平
成
十
五
年
度
國
學
院
大
學
院
友
大
会
記
念
講
演
会（「
誇

り
高
き
大
学―

歴
史
と
未
来
」）
で
語
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
皇
學
館
の
場
合
、
終
戦
六
十
周
年
を
迎
え
た
折
、

多
く
の
賛
同
を
得
て
法
人
が
学
内
に
建
立
し
た
。「
建
碑
由
来
記
」

に
は
、

　

�

大
東
亜
戦
争
熾
烈
を
極
め
た　

昭
和
十
八
年
十
月　

文
科
系
学

徒
の
徴
兵
猶
予
停
止
が
発
令
さ
れ　

神
宮
皇
學
館
大
學
か
ら
も

　

在
学
生
の
四
割
を
超
え
る　

一
五
一
名
の
学
生
が
勇
躍
出
征

し
た　

山
田
孝
雄
学
長
は　

学
業
半
に
国
難
に
殉
ぜ
ん
と
す
る

学
生
の
た
め　

こ
の
場
所
に
あ
っ
た
講
堂
に
於
い
て　

壮
行
送

別
会
を
催
し　

最
後
の
講
義
を
せ
ん
と
て　

養
老
令
神
祇
官
の

条
に
つ
き　

特
別
講
義
を
行
わ
れ
た　

講
堂
寂
と
し
て
声
な
く

　

万
感
胸
に
迫
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る　

出
陣
学
生
は　

戦
局
を

回
復
す
べ
く
各
所
に
奮
闘
し
た
が　

終
に
列
挙
す
る
二
二
名
が

尊
い
生
命
を
祖
国
に
捧
げ
ら
れ
た　

本
年
終
戦
六
十
周
年
に
当

り　

国
の
礎
と
な
っ
て　

平
和
繁
栄
の
基
を
築
か
れ
た　

そ
の
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戦
没
学
生
の
決
死
の
功
績
を　

永
く
後
世
に
伝
え
て
顕
彰
せ
ん

が
た
め　

国
際
的
彫
刻
家
流
政
之
氏
の
手
に
な
る　

こ
の
碑
を

建
立
す
る
も
の
で
あ
る

　

�　
　
　

平
成
十
八
年
二
月
十
一
日

　

ま
た
東
洋
大
学
の
場
合
も
校
友
会
に
よ
っ
て
円
満
に
進
め
ら
れ

大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
「
甫
水
の
森
」
の
中
ほ

ど
に
建
つ
真
新
し
い
庵
治
（
あ
じ
）
石
に
刻
ま
れ
た
「
平
和
祈
念

之
碑
」
に
は
、

　

�

第
二
次
世
界
大
戦
下
に
お
い
て　

学
徒
出
陣
に
よ
り
学
業
半
ば

に
し
て
戦
場
に
赴
き
戦
死
し
た
学
友
を
は
じ
め　

過
去
の
大
戦

で
戦
没
さ
れ
た
校
友
は
多
数
に
上
る　

我
々
は
こ
れ
ら
の
方
々

に
深
く
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に　

戦
争
の
事
実
を
真

摯
に
受
け
止
め　

ア
ジ
ア
の
人
々
と
の
真
の
共
生
を
目
指
し　

世
界
の
平
和
を
祈
念
す
る
た
め　

戦
後
六
〇
年
に
当
た
る
本
年

校
友
会
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て　

こ
の
碑

を
建
立
す
る　

二
〇
〇
五
年
十
一
月
吉
日　

東
洋
大
学
校
友
会

と
そ
れ
ぞ
れ
刻
ま
れ
て
い
る
。

＊

　

國
學
院
大
學
の
慰
霊
碑
は
戦
後
二
十
三
年
を
経
て
の
建
立
で

あ
っ
た
。
他
大
学
に
比
べ
て
早
い
方
で
あ
る
が
、
も
っ
と
早
く
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
思
い
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ

が
、國
學
院
大
學
の
場
合
は
毎
年
十
一
月
四
日
の
創
立
記
念
日
に
、

物
故
者
慰
霊
祭
を
行
い
、
創
立
以
来
の
本
学
に
関
わ
っ
た
方
々
す

べ
て
の
御
霊
を
ひ
も
ろ
ぎ
に
招
き
慰
霊
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
榊
と
碑
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
永
年
、
慰
霊
し
て
き
た
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
誇
れ
る
行
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
場
で

亡
く
な
っ
た
方
、
病
気
で
亡
く
な
っ
た
方
、
死
に
方
に
は
い
ろ
い

ろ
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
問
わ
ず
、
分
け
隔
て
な
く
御
霊
安
か
れ
と

祈
る
。
こ
の
死
し
て
皆
平
等
の
精
神
こ
そ
神
道
の
神
髄
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
古
来
継
承
し
て
き
た
真
の
心
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

日
米
和
親
条
約
（
安
政
元
年
）
の
締
結
を
契
機
に
欧
米
列
強
と

交
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
一
五
三
年
。
日
本
は
戦
争
と
い
う
、
大
き

な
犠
牲
を
幾
度
も
払
い
な
が
ら
も
無
我
夢
中
で
時
代
を
駆
け
抜

け
、
今
日
の
素
晴
し
い
社
会
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
先
人
の
犠
牲

と
努
力
が
あ
っ
て
の
今
で
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
慰
霊
碑
の
幾
つ
か
に
頭
を
垂
れ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
先
人
の
方
々
の
御
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
て
ゆ
き
た

い
と
思
っ
た
。
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